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１．企業概要

社名 株式会社 増田工務店

創立 1954年6月1日

代表者 代表取締役社長 増田 秀文

本社 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋4750番地

従業員数 94名

事業内容 建築工事・土木工事・舗装工事・改修リフォーム・

土地区画整理事業・商業店舗・畜産施設・注文住宅

支店 宮崎支店、東京支店

ＵＲＬ http://www.masuda-co.com/
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共立電気製作所
さんこうこどもえん 宮崎市

2．事業内容
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平寿園 椎葉村

東九州道 北郷
郷之原改良工事

オーヴィジョン
広島パークサイド 宮崎市

宮崎銀行高鍋支店

施工事例

アスリーパーラー
歌舞伎町店



3．でんさい導入前の支払方法

建設業界の支払／回収タイミング

代金の回収は、相応の工事期間および建設物完成引き渡し後

⇒工事原価の支払には、支払手形の利用が不可欠
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建設業界における工事下請取引先の支払条件（例）

• 現金振込 30％

• 支払手形振出 70％（4ヶ月サイト）

⇒【課題】 手形の振り出しに伴う経費負担・事務負担が大きい



4. でんさい導入の理由

少しでも事務の効率化を図りたい！！

5

銀行主催の「でんさいセミナー」に参加し知識を習得

本格的にでんさい利用開始を検討

期待 不安

手形発行業務の効率化
不正アクセスが心配

移行手続が面倒

期待が不安を上回る



平成25年
2月～

• 銀行主催のセミナーに経理課社員全員で参加

• 印紙税の費用削減効果が見込まれること等を事由として
でんさい導入を社内決定

平成25年
6月～

• お取引先（約100社）に、FAX・TEL等で周知活動・呼びか
けを行い、意向確認アンケートを実施

⇒ 利用応諾40％超

平成25年
7月

• 社内改善活動事例発表会（ＱＣサークル活動）において
「でんさい導入効果」を事例発表

⇒ でんさい利用について、社内全体に周知・調整

• 第１回目のでんさい支払を手形支払取引先10社に実施

平成25年
11月

• 安全大会にて安全協力会の加盟取引会社に対して、でんさ
いのメリットをアピール

⇒ お取引先に対し、継続的に案内対応

5．でんさい導入に向けた取組
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6-1．でんさい導入効果（事務量）

支払方法シェア（支払件数）
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手形発行枚数（1ヶ月あたり平均）

導入前 126枚
導入後 99枚（＝20％超の削減）

⇒ 確かな事務効率化を実現！

PC画面上の入力／承認作業のみで、上位職制による作業が
手形発行に比べると非常に簡単！

振込
70％

手形
30％

振込
70％

手形
20％

でんさい
10％

導入前 導入後



6-2．でんさい導入効果（事務処理）
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金融機関から手形帳を購入

事務処理（イメージ）

手形 でんさい

現物管理
（金庫保管・管理台帳記入）

手形の出庫・管理台帳記入

チェックライターで金額・日付打鍵

手形振出欄に押印

税務署承認印の押印（または印紙貼付）

郵便局へ持込、郵送

領収書/受取書受領

Web上で支払情報を入力

承認、及びその後の確認

期日に引き落とし 期日に引き落とし

現物の管理不要

手形帳の在庫確認

管理

作成者と検証者で
現物の受け渡し

封筒作成、封筒詰め

作
成
・
検
証

発
送

事務負担削減と
リスク軽減
が可能

事務ミス発生リスク
（印字場所のズレ）

紛失リスク
(放置できない)

入れ間違いリスク

盗難・紛失リスク

でんさいに切り替えることで、事務処理が軽減。リスクも小さくなる。



7. でんさい導入効果（コスト・その他）

経費削減効果（年間）

手形発行処理件数削減に伴い、332千円／年削減
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☆その他のでんさい導入メリット

• 手形の分割発行が不要

• 取引先における「取立手続忘れ」
の対応が不要

• 予約ができるため、業務の繁閑に
関係なく、事務を平準化でき、計
画を立てやすい

• 手形の現物管理・保管が不要

内訳
金額

（年あたり）

印紙税 △235千円

郵送代 △86千円

手形用紙代 △7千円

封筒代 △4千円

合計 △332千円



8. 苦労した点と対応

(1)取引先との手数料調整

でんさいへの切替えの際、手数料の調整が必要

⇒ どちらが手数料負担するか、対応毎にあらかじめ調整し確定
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(2)１件１件のシステム操作

システム上で担当者が仮登録、上席者が承認する一連の事務
フローが煩雑だった

⇒ 一括請求できるシステムを導入したことで、作業が楽に



9. 最後に

総論

「まだ課題はあるが、でんさいに切り替えて良かった」

今後の課題

手形からでんさいへの切替を進めていくために、お取引先にでんさいの
持つ利便性（分割・譲渡ができること等）を理解・認識してもらうこと
が必要。

でんさいの導入を検討している皆さまに伝えたいこと

•あらかじめ、従来のお取引先（当方振出の手形受取先）において
廻し手形として活用されている度合いを把握しておくことが大事。

•実務上の不明な点は、サポートセンターで丁寧に指導してくれるので
心配不要。
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ご清聴ありがとうございました。


